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永久気管孔のある患者に、鼻・口から無効な換気を試み
た事例が報告されています。
2018年1月1日～2024年9月30日に11件の事例が報告されています。この情報は、第76回
報告書「分析テーマ」で取り上げた内容をもとに作成しました。
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永久気管孔のある患者への
無効な換気

事例のイメージ

永久気管孔は、気管切開と異なり、鼻・口と気管～肺が完全に分離しているため、
鼻・口から換気はできません。
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患者は、永久気管孔が造設されていたが、ICUのスタッフにはその情報が共有されていなかった。
患者の呼吸状態が悪化し、担当看護師は集中治療科医師に対応を依頼した。集中治療科医師は
鼻・口からバッグバルブマスクで換気を試みた。その後、駆け付けた担当医が、患者は永久気管孔が
造設されており、鼻・口からは換気ができないことを指摘した。永久気管孔から気管切開チューブを
挿入して人工呼吸管理を開始した。

永久気管孔のある患者への無効な換気

事例1

患者は、喉頭気管分離術後で永久気管孔から人工呼吸管理中であった。人工呼吸器のアラームが
鳴り、看護師が訪室したところ、気管切開チューブが抜けていた。看護師は永久気管孔であること
を知らず、鼻・口からバッグバルブマスクで換気を試みたが、SpO２は改善しなかった。駆け付けた
当直医が、換気ができていないことに気付き、永久気管孔から気管切開チューブを挿入し、換気を
行った。

事例２

事例が発生した医療機関の取り組み

上記は一例です。自施設に合った取り組みを検討してください。

●患者が永久気管孔造設後であることを電子カルテの決められた場所に
記載し、 医療者間で情報共有できるようにする。
●永久気管孔のある患者の緊急時の対応方法についてベッドサイドに掲示
する。
●永久気管孔の構造と換気方法について、医師・看護師に周知する。

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の一環として総合評価部会
委員の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページ
をご覧ください。 https://www.med-safe.jp/

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。
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